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 3

192 
日 

開催まで 
あと 

夏季大会　  9/13～16　県富士水泳場 
秋季大会　10/26～29　市立富士体育館 

主な内容

もうすぐ仲間入りだね

4 月13日（日）は静岡県議会議員選挙、4 月27日（日）は富士市議会議員選挙の投票日です

平成15年度は固定資産の評価替えです　　平成15年度高齢者福祉サービス

あなたのしつけは大丈夫ですか？～犬も猫も家族の一員です～
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昭
和
五
十
八
年
四
月
十
四
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

平
成
十
五
年
一
月
三
日
以
前
に
富

士
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、
引

き
続
き
富
士
市
に
住
ん
で
い
る
人

●
富
士
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
し
た
人

は
、
転
出
先
が
県
内
の
場
合
の
み
、
そ

の
転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
が
あ
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
八
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

平
成
十
五
年
一
月
十
九
日
以
前
に

富
士
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
富
士
市
に
住
ん
で
い
る

人

●
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

開
票
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
四
月
十
三
日
a
、
市
議
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て
は
四
月
二
十
七
日
a
の
二
十
一
時

二
十
分
か
ら
市
立
富
士
体
育
館
で
行
い
ま

す
。投
・
開
票
状
況
を
電
話
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
i
モ
ー
ド（
携
帯
）で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

1
五
三

〇
九
〇
九

Fhttp://w
w
w
.city.fuji.shizuoka.jp

i
モ
ー
ド
用
Fhttp://w

w
w
2.city.fuji.

shizuoka.jp/asp/i/

●
電
話
番
号
は
よ
く
確
か
め
て
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

投
票
日
に
仕
事
が
あ
る
人
や
旅
行
へ
出

か
け
る
人
、
ま
た
は
病
気
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

四
月
四
日
f
〜
四
月
十
二
日
g

四
月
二
十
日
a
〜
四
月
二
十
六
日
g

い
ず
れ
の
選
挙
も
、
八
時
三
十
分
か
ら

二
十
時
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■

市
役
所
六
階
北
側
　
選
挙
管

理
委
員
会

■

投
票
所
入
場
券

●
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き

な
い
理
由
を
、
宣
誓
書
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
中
の
人
は
、
直
接
、
病
院

長
・
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

不

在

者

投

票

投
票
区
の
変
更

郵
　
便
　
投
　
票

投票所入場券

選

挙

公

報

禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
活
動

事
前
運
動

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
立
候
補
の

届
け
出
を
済
ま
せ
た
と
き
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
期

間
前
に
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
選
挙
運
動
の
平

等
性
を
保
障
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

個
別
訪
問

選
挙
運
動
の
た
め
、
各
戸
ご
と
に
訪
問

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

買
収
・
供
応

特
定
の
候
補
者
を
当
選
ま
た
は
当
選
さ

せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
に
金
品

を
贈
っ
た
り
、
ご
ち
そ
う
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

選
挙
妨
害

候
補
者
に
つ
い
て
の
デ
マ
を
飛
ば
し
た

り
、
運
動
の
妨
害
や
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た

り
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

署
名
運
動

選
挙
に
関
し
、
投
票
を
得
る
な
ど
の
目

的
で
署
名
運
動
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

選
挙
運
動
で
き
な
い
人

投
票
箱 

○○○○ 

△△△ 

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

1
五
五
　
二
八
七
九

明
る
く
正
し
い
選
挙
の
た
め
に

〜
贈
ら
な
い
　
求
め
な
い
　
受
け
取
ら
な
い
〜

新
し
い
投
票
所
が
で
き
ま
し
た

広
見
本
町
、
荻
の
原
、
茶
の
木
平
、
若

松
町
一
・
三
、
高
山
、
一
色
に
住
ん
で
い

る
人
は
青
葉
台
小
学
校
体
育
館
に
投
票
所

が
変
更
し
ま
す
。

前
回
の
投
票
所
が
、
旧
大
野
町
公
会
堂

だ
っ
た
人
は
、
新
大
野
町
公
会
堂
に
、
鵜

無
ヶ
淵
公
会
堂
だ
っ
た
人
は
、
吉
永
第
二

小
学
校
体
育
館
に
変
更
に
な
り
、
湯
沢
平

二
丁
目
公
会
堂
だ
っ
た
人
は
、
今
回
の
選

挙
に
限
り
仮
設
公
会
堂
（
プ
レ
ハ
ブ
）
に

な
り
ま
す
。

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
を
県
議
会
議
員
選
挙

に
つ
い
て
は
四
月
六
日
ご
ろ
、
市
議
会
議

員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
四
月
二
十
二
日
ご

ろ
各
戸
配
布
し
ま
す
。
迅
速
な
配
布
が
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
（
各
公
民
館
・
図
書
館
に
も
配
布

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
そ
れ
が

一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
郵
便

を
利
用
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
事
務
関
係
者
（
投
票
管
理
者
、
選

挙
長
）

●
特
定
公
務
員
（
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
と
職
員
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
会
計

検
査
員
、
公
安
委
員
会
の
委
員
、
警
察

官
、
収
税
官
吏
と
徴
税
吏
員
）

●
未
成
年
者

●
地
位
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
人
（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
公
務
員
、
一
定
の
公
団
・
公
庫
役

員
と
職
員
、
教
育
者
）

候
補
者
や
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人

と
一
定
の
関
係
に
あ
る
人
が
買
収
な
ど
に

か
か
わ
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
候
補
者

や
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
が
買
収
な

ど
に
か
か
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
候
補
者

の
当
選
が
無
効
と
な
っ
た
り
、
候
補
者
や

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
が
五
年
間
立

候
補
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
制
度
で
す
。

投票所入場券

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

投
票
日
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
は
二
度
使
い
ま
す

今
回
の
投
票
所
入
場
券
は
、
県
議
会
議

員
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
の
両
方
で
使

い
ま
す
。
入
場
券
に
は
、
縦
横
の
ミ
シ
ン

目
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
縦
は
切
り
取
ら

ず
に
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

開

票

は

即

日

連
座
制



（ 3 ） （ 2 ）

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
四
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人

平
成
十
五
年
一
月
三
日
以
前
に
富

士
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、
引

き
続
き
富
士
市
に
住
ん
で
い
る
人

●
富
士
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
し
た
人

は
、
転
出
先
が
県
内
の
場
合
の
み
、
そ

の
転
出
先
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
が
あ
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
八
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

平
成
十
五
年
一
月
十
九
日
以
前
に

富
士
市
に
住
民
登
録
を
済
ま
せ
、

引
き
続
き
富
士
市
に
住
ん
で
い
る

人

●
投
票
日
前
に
市
外
へ
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

開
票
は
、
県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
四
月
十
三
日
a
、
市
議
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て
は
四
月
二
十
七
日
a
の
二
十
一
時

二
十
分
か
ら
市
立
富
士
体
育
館
で
行
い
ま

す
。投
・
開
票
状
況
を
電
話
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
i
モ
ー
ド（
携
帯
）で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

1
五
三

〇
九
〇
九

Fhttp://w
w
w
.city.fuji.shizuoka.jp

i
モ
ー
ド
用
Fhttp://w
w
w
2.city.fuji.

shizuoka.jp/asp/i/

●
電
話
番
号
は
よ
く
確
か
め
て
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

投
票
日
に
仕
事
が
あ
る
人
や
旅
行
へ
出

か
け
る
人
、
ま
た
は
病
気
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

四
月
四
日
f
〜
四
月
十
二
日
g

四
月
二
十
日
a
〜
四
月
二
十
六
日
g

い
ず
れ
の
選
挙
も
、
八
時
三
十
分
か
ら

二
十
時
ま
で
で
、
土
・
日
曜
日
も
行
っ
て

い
ま
す
。

■

市
役
所
六
階
北
側
　
選
挙
管

理
委
員
会

■

投
票
所
入
場
券

●
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き

な
い
理
由
を
、
宣
誓
書
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
中
の
人
は
、
直
接
、
病
院

長
・
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

不

在

者

投

票

投
票
区
の
変
更

郵
　
便
　
投
　
票

投票所入場券

選

挙

公

報

禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
活
動

事
前
運
動

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
立
候
補
の

届
け
出
を
済
ま
せ
た
と
き
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
期

間
前
に
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
選
挙
運
動
の
平

等
性
を
保
障
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

個
別
訪
問

選
挙
運
動
の
た
め
、
各
戸
ご
と
に
訪
問

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

買
収
・
供
応

特
定
の
候
補
者
を
当
選
ま
た
は
当
選
さ

せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
に
金
品

を
贈
っ
た
り
、
ご
ち
そ
う
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

選
挙
妨
害

候
補
者
に
つ
い
て
の
デ
マ
を
飛
ば
し
た

り
、
運
動
の
妨
害
や
ポ
ス
タ
ー
を
破
い
た

り
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

署
名
運
動

選
挙
に
関
し
、
投
票
を
得
る
な
ど
の
目

的
で
署
名
運
動
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

選
挙
運
動
で
き
な
い
人

投
票
箱 

○○○○ 

△△△ 

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

1
五
五
　
二
八
七
九

明
る
く
正
し
い
選
挙
の
た
め
に

〜
贈
ら
な
い
　
求
め
な
い
　
受
け
取
ら
な
い
〜

新
し
い
投
票
所
が
で
き
ま
し
た

広
見
本
町
、
荻
の
原
、
茶
の
木
平
、
若

松
町
一
・
三
、
高
山
、
一
色
に
住
ん
で
い

る
人
は
青
葉
台
小
学
校
体
育
館
に
投
票
所

が
変
更
し
ま
す
。

前
回
の
投
票
所
が
、
旧
大
野
町
公
会
堂

だ
っ
た
人
は
、
新
大
野
町
公
会
堂
に
、
鵜

無
ヶ
淵
公
会
堂
だ
っ
た
人
は
、
吉
永
第
二

小
学
校
体
育
館
に
変
更
に
な
り
、
湯
沢
平

二
丁
目
公
会
堂
だ
っ
た
人
は
、
今
回
の
選

挙
に
限
り
仮
設
公
会
堂
（
プ
レ
ハ
ブ
）
に

な
り
ま
す
。

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を

記
載
し
た
選
挙
公
報
を
県
議
会
議
員
選
挙

に
つ
い
て
は
四
月
六
日
ご
ろ
、
市
議
会
議

員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
四
月
二
十
二
日
ご

ろ
各
戸
配
布
し
ま
す
。
迅
速
な
配
布
が
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
（
各
公
民
館
・
図
書
館
に
も
配
布

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
そ
れ
が

一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
郵
便

を
利
用
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
事
務
関
係
者
（
投
票
管
理
者
、
選

挙
長
）

●
特
定
公
務
員
（
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
と
職
員
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
会
計

検
査
員
、
公
安
委
員
会
の
委
員
、
警
察

官
、
収
税
官
吏
と
徴
税
吏
員
）

●
未
成
年
者

●
地
位
を
利
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し
た
選
挙
運
動
が
禁
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さ

れ
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い
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人
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国
ま
た
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公
共
団
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公
務
員
、
一
定
の
公
団
・
公
庫
役

員
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職
員
、
教
育
者
）

候
補
者
や
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
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一
定
の
関
係
に
あ
る
人
が
買
収
な
ど
に

か
か
わ
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
候
補
者

や
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
が
買
収
な

ど
に
か
か
わ
っ
て
い
な
く
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も
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候
補
者

の
当
選
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な
っ
た
り
、
候
補
者
や

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
が
五
年
間
立

候
補
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
制
度
で
す
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投
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。

投
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す
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選
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会
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場
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縦
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ミ
シ
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入
っ
て
い
ま
す
が
、
縦
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投
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。
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連
座
制
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土
地
の
う
ち
、
宅
地
の
評
価
額
は
、
地
価
公

示
価
格
の
七
割
程
度
を
目
標
に
算
出
し
て
い
ま

す
。
評
価
額
は
原
則
と
し
て
三
年
間
据
え
置
か

れ
ま
す
が
、
据
え
置
き
年
度
で
あ
る
平
成
十
六

年
度
及
び
十
七
年
度
に
地
価
の
下
落
が
あ
る
場

合
に
は
評
価
額
の
修
正
を
行
い
ま
す
。

評
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
土
地
の
税

額
が
上
が
る
の
は
ど
う
し
て
？

本
来
、
固
定
資
産
税
は
評
価
額
を
課
税

標
準
と
し
て
算
出
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
に
よ
り
、
評
価
の
均

衡
を
図
る
た
め
、
宅
地
の
評
価
額
が
全
国
一
律

に
地
価
公
示
価
格
な
ど
の
七
割
程
度
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
税
負
担
が
急
増
し

な
い
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
課
税
標
準
額
を
上
昇

さ
せ
て
い
く
措
置
が
と
ら
れ
、
こ
の
結
果
、
評

価
額
と
課
税
標
準
額
と
の
間
に
大
き
な
開
き
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
九
年
度
以
降
は
、
税
負
担
の

公
平
の
観
点
か
ら
、
負
担
水
準
（
新
年
度
の
評
価
額
に
対

す
る
前
年
度
の
課
税
標
準
額
の
割
合
）
に
よ
っ
て
そ
の
年

の
課
税
標
準
額
を
決
め
る
仕
組
み
と
な
り
、
負
担
水
準
が

高
い
土
地
に
つ
い
て
は
税
額
を
引
き
下
げ
る
か
据
え
置
き

に
し
、
負
担
水
準
が
低
い
土
地
に
つ
い
て
は
な
だ
ら
か
に

税
額
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現

在
は
税
負
担
の
ば
ら
つ
き
を
是
正
し
て
い
る
過
程
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
価
が
下
落
し
て
評
価
が
下
が
っ
て
も
税
額

が
上
が
る
と
い
う
場
合
も
生
じ
て
く
る
わ
け
で
す
。

家
屋
の
評
価
は
、
同

様
な
家
屋
を
今
新
築
し

た
場
合
に
か
か
る
建
築

費
（
再
建
築
価
格
）
を

も
と
に
、
建
築
後
の
経

過
年
数
に
応
じ
た
減
価

を
考
慮
し
て
評
価
す
る

も
の
で
す
。
平
成
十
五

年
度
の
評
価
替
え
で
は
、

建
築
資
材
の
値
下
が
り

傾
向
が
見
ら
れ
た
た
め
、

比
較
的
建
築
年
次
の
新

し
い
家
屋
の
評
価
額
は

こ
れ
ら
を
反
映
し
た
評

価
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
に

木
造
住
宅
を
新

築
し
た
が
、
十
五
年
度

分
か
ら
家
屋
の
税
額
が

急
に
上
が
っ
た
の
は
な

ぜ
？

新
築
の
木
造
住
宅
に
対
し
て
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
と
き
に
は
三
年
間
に
限
り
、
固
定
資
産
税

が
二
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
十

二
・
十
三
・
十
四
年
度
分
に
つ
い
て
は
税
額
が
二
分
の
一

に
減
額
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

平成15年度から縦覧制度が改正され、納税者が、ほかの土地・家屋の価格と比
較して自分の土地・家屋の価格が適正かどうかを判断できるようになります。

これまで固定資産（土地・家屋・償却資産）の閲覧や証明は、納税義務者本人
に関する部分に限られていましたが、平成15年 4 月 1 日から固定資産課税台帳の
閲覧制度が法定化され、土地・家屋については借地人・借家人などにも開示でき
るようになりました。

資産税課　土地担当　155-2743 収税課　　税制担当　155-2729

家屋担当　155-2744       Fhttp://www.city.fuji.shizuoka.jp/

償却資産担当　155-2745                                  zaisei-b/shisanzei

問い合わせ

項　　　目 平 成 14 年 度までの 縦 覧 平 成 15 年 度 からの 縦 覧 

縦覧できる資産 自分の土地・家屋・償却資産 
自分の土地・家屋及び市内のほか 
の土地・家屋 

縦覧できる期間 3 月 1 日～ 3 月20日  4 月 1 日～ 4 月30日　 

縦覧できる人  納税義務者（資産の所有者） 納税者（固定資産税を納める人） 

縦覧できる内容 固定資産課税台帳 
（価格・課税標準額など） 

土地及び家屋の縦覧帳簿 
（土地）所在、地番、地目、地積、価格 
（家屋）所在、家屋番号、種類、構造、 
　　　建築年、床面積、価格 

 

閲  覧  で  き  る  人 期　　   間 場　 所 手　数　料 

納税義務者（土地・家屋・償 
却資産の所有者） 

借地人・借家人など 

4 月 1 日～ 
　 　　    4 月30日 資産税課 無　　料 

 5 月 1 日～ 
  　　翌年3 月31日 
 

4 月 1 日～ 
 　　翌年3 月31日 
 

収 税 課 

印鑑及び納税通知書（または運転
免許証などの身分を証明するもの）
を持参してください。（代理人の
場合は委任状が必要です） 

賃借権そのほかの使用または収益
を目的とする権利がある人。 
（印鑑及び契約書などで地番・所
在地など物件の確認のできる書類
が必要です） 

 

閲覧は １ 回300円。 
ただし、コピーが必
要な場合は 1 枚に
つき300円で、閲覧
料はかかりません。 

縦覧を希望する人は、印鑑と納税通知書（または運転免許証などの身分を証明するもの）
を持参し、市役所 3 階南側資産税課にお越しください。
なお、手数料は無料ですが、縦覧帳簿の写しは交付できません。

◆平成15年度の納税通知書は 4 月11日発送予定です。

◆縦覧・閲覧できる時間は閉庁日を除き、8:30～17:00です。
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在
宅
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

介
護
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

○
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

日
帰
り
で
施
設
に
通
い
な

が
ら
日
常
生
活
訓
練
や
趣
味

活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
歳
以
上
の
ひ
　

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

利
用
料
　
昼
食
代
、
材
料
費

○
生
き
が
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣

週
二
回
二
時
間
程
度
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事

や
日
常
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

利
用
料
　
一
時
間
百
五
十
円

○
生
き
が
い
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

何
ら
か
の
理
由
で
一
時
的
に
自
宅
で
の
生
活
が
困
難

に
な
っ
た
と
き
に
、
七
日
間
を
限
度
に
施
設
で
お
世
話

を
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

利
用
料

一
日
五
百
円
、
食
事
代

★
配
食
サ
ー
ビ
ス

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
昼
食
を
、
週
一
〜
三
回

宅
配
し
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

ま
た
は
高
齢
者
世
帯
で
食
事
の
支
度
が
困
難
な
人

利
用
料
　
一
食
二
百
円

○
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
費
用
助
成

対
　
象

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
高
齢
者
と
同
居
し
、

六
か
月
以
上
介
護
し
て
い
る
人

助
成
額

助
成
券（
一
枚
千
三
百
円
）を
年
十
枚
支
給
し

ま
す
。

○
介
護
者
慰
労
金
の
支
給

介
護
度
三
〜
五
と
認
定
さ
れ
、
慰
労
金
の
申
請
時
か

ら
過
去
一
年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
年
額
五
万

円
を
支
給
し
ま
す
。（
一
部
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
）

○
紙
お
む
つ
の
支
給

紙
お
む
つ
を
毎
月
末
に
宅
配
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
人
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

利
用
料

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
（
課
税
世
帯
は

実
費
負
担
）

●
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
探
索
サ
ー
ビ
ス

（
平
成
十
五
年
度
新
規
サ
ー
ビ
ス
）

痴
ほ
う
性
高
齢
者
が
徘
徊
し
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
き
に
、
探
索
し
居
場
所
を
知

ら
せ
ま
す
。

対
象
者

徘
徊
性
高
齢
者
と
同
居
し
介
護

し
て
い
る
家
族
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

利
用
料

無
料

★
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

生
活
援
助
員
を
派
遣
し
、
家
の
中

の
整
理
整
と
ん
や
簡
単
な
大
工
仕
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
　

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料
　
一
時
間
百
二
十
円

★
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

専
門
の
業
者
が
寝
具
の
丸
洗
い
・

乾
燥
・
消
毒
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
や
、
寝
た
き
り
・
痴
ほ
う
の

高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
所
得
税
非

課
税
の
人

利
用
料

無
料
（
年
二
回
ま
で
）

★
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

理
・
美
容
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き

り
の
人

利
用
料
　
理
美
容
代
は
実
費
負
担

★
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

貸
与
・
設
置

火
災
・
ガ
ス
漏
れ
セ
ン
サ
ー
と
二

十
四
時
間
連
絡
可
能
な
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
セ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
　

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料
　
一
か
月
千
五
十
円
（
低
所

得
世
帯
は
無
料
）

★
大
型
ご
み
戸
別
収
集
サ
ー
ビ
ス

自
宅
に
伺
い
家
具
類
や
家
電
製
品

な
ど
の
大
型
ご
み
を
回
収
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料

無
料

※
た
だ
し
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。

★
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

N
T
T
か
ら
月
二
回
電
話
を
か
け

て
様
子
を
伺
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料

無
料

★
福
祉
電
話
貸
与
サ
ー
ビ
ス

電
話
機
を
無
償
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
　
象

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
で
、

現
在
電
話
機
の
な
い
人

利
用
料

通
話
料
（
基
本
料
金
は
市

が
負
担
）

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
の
申
請
代
行
や
介
護
保
険
外
の
在
宅
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
相
談
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
痴
ほ
う
相
談

在
宅
で
の
痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
介
護
方
法
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
で
、
家
庭
環
境
や
経
済
上
の

理
由
で
在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

※
本
人
、
同
居
家
族
と
も
所
得
に
応
じ
て
費
用
が
か
か

り
ま
す
。

○
住
宅
整
備
資
金
貸
付

専
用
居
室
を
持
っ
て
い
な
い
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

と
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
に
、

三
百
万
円
を
限
度
に
、
新
築
・
改
造
に
必
要
な
資
金
を

低
金
利
で
貸
し
付
け
ま
す
。

○
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

痴
ほ
う
な
ど
に
よ
り
判
断
力
が
不
十
分
な
人
を
、
法

律
面
や
生
活
面
で
支
援
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行

六
十
五
歳
以
上
で
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
寝
た
き
り
」
に
な
っ
て

か
ら
六
か
月
以
上
た
っ
て
い
る
人
に
認
定
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

相
談
や
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

人工衛星、携帯電話基地局 

家族 

オペレーション 
センター 

自
立
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の

予
防
的
サ
ー
ビ
ス

高齢者福祉サービス
市では、日常生活に支援が必要と思われる高齢者、現状のままだと自立生活が困難に
なるおそれがある高齢者、また、介護保険で要介護と判定され、介護サービスを受け
ている高齢者などを対象とした福祉サービスを行っていますので紹介します。

安心で豊かな生活を
お手伝いします

★は、介護保険で「要支援・要介護」と認定さ
れている人も受けられるサービスです。

携帯型端末により居場所を特定します。

元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）



（ 6 ）（ 7 ）

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

介
護
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

○
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

日
帰
り
で
施
設
に
通
い
な

が
ら
日
常
生
活
訓
練
や
趣
味

活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
歳
以
上
の
ひ
　

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

利
用
料
　
昼
食
代
、
材
料
費

○
生
き
が
い
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣

週
二
回
二
時
間
程
度
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事

や
日
常
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

利
用
料
　
一
時
間
百
五
十
円

○
生
き
が
い
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

何
ら
か
の
理
由
で
一
時
的
に
自
宅
で
の
生
活
が
困
難

に
な
っ
た
と
き
に
、
七
日
間
を
限
度
に
施
設
で
お
世
話

を
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

利
用
料

一
日
五
百
円
、
食
事
代

★
配
食
サ
ー
ビ
ス

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
昼
食
を
、
週
一
〜
三
回

宅
配
し
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

ま
た
は
高
齢
者
世
帯
で
食
事
の
支
度
が
困
難
な
人

利
用
料
　
一
食
二
百
円

○
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
費
用
助
成

対
　
象

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
高
齢
者
と
同
居
し
、

六
か
月
以
上
介
護
し
て
い
る
人

助
成
額

助
成
券（
一
枚
千
三
百
円
）を
年
十
枚
支
給
し

ま
す
。

○
介
護
者
慰
労
金
の
支
給

介
護
度
三
〜
五
と
認
定
さ
れ
、
慰
労
金
の
申
請
時
か

ら
過
去
一
年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
年
額
五
万

円
を
支
給
し
ま
す
。（
一
部
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
）

○
紙
お
む
つ
の
支
給

紙
お
む
つ
を
毎
月
末
に
宅
配
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
の
人
を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

利
用
料

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
（
課
税
世
帯
は

実
費
負
担
）

●
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
探
索
サ
ー
ビ
ス

（
平
成
十
五
年
度
新
規
サ
ー
ビ
ス
）

痴
ほ
う
性
高
齢
者
が
徘
徊
し
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
き
に
、
探
索
し
居
場
所
を
知

ら
せ
ま
す
。

対
象
者

徘
徊
性
高
齢
者
と
同
居
し
介
護

し
て
い
る
家
族
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

利
用
料

無
料

★
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

生
活
援
助
員
を
派
遣
し
、
家
の
中

の
整
理
整
と
ん
や
簡
単
な
大
工
仕
事

な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
　

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料
　
一
時
間
百
二
十
円

★
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

専
門
の
業
者
が
寝
具
の
丸
洗
い
・

乾
燥
・
消
毒
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
や
、
寝
た
き
り
・
痴
ほ
う
の

高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
所
得
税
非

課
税
の
人

利
用
料

無
料
（
年
二
回
ま
で
）

★
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

理
・
美
容
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き

り
の
人

利
用
料
　
理
美
容
代
は
実
費
負
担

★
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

貸
与
・
設
置

火
災
・
ガ
ス
漏
れ
セ
ン
サ
ー
と
二

十
四
時
間
連
絡
可
能
な
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
セ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
　

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料
　
一
か
月
千
五
十
円
（
低
所

得
世
帯
は
無
料
）

★
大
型
ご
み
戸
別
収
集
サ
ー
ビ
ス

自
宅
に
伺
い
家
具
類
や
家
電
製
品

な
ど
の
大
型
ご
み
を
回
収
し
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料

無
料

※
た
だ
し
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。

★
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

N
T
T
か
ら
月
二
回
電
話
を
か
け

て
様
子
を
伺
い
ま
す
。

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
人

利
用
料

無
料

★
福
祉
電
話
貸
与
サ
ー
ビ
ス

電
話
機
を
無
償
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
　
象

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
で
、

現
在
電
話
機
の
な
い
人

利
用
料

通
話
料
（
基
本
料
金
は
市

が
負
担
）

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
の
申
請
代
行
や
介
護
保
険
外
の
在
宅
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
相
談
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
痴
ほ
う
相
談

在
宅
で
の
痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
介
護
方
法
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

対
　
象

六
十
五
歳
以
上
で
、
家
庭
環
境
や
経
済
上
の

理
由
で
在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

※
本
人
、
同
居
家
族
と
も
所
得
に
応
じ
て
費
用
が
か
か

り
ま
す
。

○
住
宅
整
備
資
金
貸
付

専
用
居
室
を
持
っ
て
い
な
い
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

と
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
に
、

三
百
万
円
を
限
度
に
、
新
築
・
改
造
に
必
要
な
資
金
を

低
金
利
で
貸
し
付
け
ま
す
。

○
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

痴
ほ
う
な
ど
に
よ
り
判
断
力
が
不
十
分
な
人
を
、
法

律
面
や
生
活
面
で
支
援
し
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行

六
十
五
歳
以
上
で
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
寝
た
き
り
」
に
な
っ
て

か
ら
六
か
月
以
上
た
っ
て
い
る
人
に
認
定
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

相
談
や
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

人工衛星、携帯電話基地局 

家族 

オペレーション 
センター 

自
立
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の

予
防
的
サ
ー
ビ
ス

高齢者福祉サービス
市では、日常生活に支援が必要と思われる高齢者、現状のままだと自立生活が困難に
なるおそれがある高齢者、また、介護保険で要介護と判定され、介護サービスを受け
ている高齢者などを対象とした福祉サービスを行っていますので紹介します。

安心で豊かな生活を
お手伝いします

★は、介護保険で「要支援・要介護」と認定さ
れている人も受けられるサービスです。

携帯型端末により居場所を特定します。

元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）元気クラブ（田子浦荘）



（ 8 ）

ま
せ
ん
。
犬
を
飼
う
と
き
は
周
囲
の
住
宅

環
境
を
考
え
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ふ
だ
ん
か
ら
正
し
い
し
つ
け
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

散
歩
は
犬
に
と
っ
て
大
切
な
運
動
で
す
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
ふ
ん
を
片
づ
け
な
い

と
周
り
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
特
に

道
路
や
公
園
な
ど
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場

所
は
、
犬
や
猫
な
ど
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

犬
た
ち
が
嫌
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
ふ

ん
の
後
始
末
は
し
っ
か
り
行
い
、
必
ず
家

ま
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

猫
は
つ
な
い
で
飼
う
習
慣
が
な
い
た
め
、

正
し
く
し
つ
け
を
し
な
い
と
、
ほ
か
の
家

の
庭
や
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
ふ
ん
を
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

猫
は
平
面
の
運
動
は
少
な
く
て
も
、
上

下
運
動
が
で
き
る
遊
び
場
が
あ
れ
ば
室
内

で
飼
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
を
重
ね
て
、
上
り
下
り
が
で
き
る
よ
う

な
簡
単
な
運
動
具
で
も
、
飼
い
主
の
愛
情

が
あ
れ
ば
室
内
飼
い
も
十
分
可
能
で
す
。

室
内
飼
い
に
よ
っ
て
無
用
な
繁
殖
や
病
気
、

不
慮
の
事
故
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（ 9 ）

問い合わせ
富士市役所環境衛生課　155-2768

富 士 保健所衛生課 165-2154

月　  　日 会　　　  場 時　　　  間 

4 月 14日 （月） 

  〃   15日 （火） 

  〃   16日 （水） 

  〃   17日 （木） 

  〃   18日 （金） 

  〃   21日 （月） 

  〃   22日 （火） 

  〃   23日 （水） 

  〃   24日 （木） 

  〃   25日 （金） 

  〃   12日 （月） 

  〃   30日 （水） 

 5 月 1 日 （木） 

  〃    6 日 （火） 

  〃    7 日 （水） 

  〃    8 日 （木） 

  〃    9 日 （金） 

吉原公園東広場 

大 淵 公 民 館  

丘 公 民 館  

青葉台公民館  

元吉原公民館 

東 公 民 館  

富士南公民館  

前 田 公 会 堂  

富士中島公園  

城山町公会堂  

吉永北公民館  

市立富士体育館 

田子浦公民館 

富士見台公民館 

天 間 公 民 館  

岩松北公民館 

伝 法 公 民 館  

今 泉 公 民 館  

三ツ倉法蔵寺  

吉 永 公 民 館  

県富士総合庁舎 

岩 松 公 民 館  

鷹 岡 公 民 館  

原 田 公 民 館  

四丁河原下公会堂 

須 津 公 民 館  

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

   9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

  〃    2 日 （金） 
森 島 公 会 堂  

富 士 公 民 館  

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

  9 ： 30 ～ 12 ： 00

  〃   14日 （水） 広 見 公 民 館  

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  〃   15日 （木） 神 戸 公 民 館  

  〃   16日 （金） 
富士駅南公民館 

柏原六王子神社   13 ： 30 ～ 15 ： 00

◆12:00～13:00は受付を休みます。
◆雨天でも行います。
◆犬にフィラリアなどの症状があるときは、
最寄りの動物病院に相談して、狂犬病予　
防注射を受けてください。

飼
い
犬
に
毎
年
一
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
「
狂
犬
病
予
防

法
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
飼
い
主

の
義
務
で
す
。
狂
犬
病
は
、
犬
か
ら
人
間

に
感
染
し
、
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
狂
犬
病
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
左
の
平
成
十
五
年

度
予
防
注
射
日
程
を
確
か
め
て
、
忘
れ
ず

に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
内
の
動
物
病
院
で
も
同
じ
金

額
で
予
防
注
射
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
予

防
注
射
会
場
か
最
寄
り
の
動
物
病
院
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
会
場
で
犬
の
登
録
も

行
い
ま
す
。（
平
成
七
年
四
月
一
日
以
降

飼
っ
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
所

有
者
が
か
わ
る
な
ど
し
た
と
き
に
は
、
愛

犬
手
帳
を
持
参
し
て
、
環
境
衛
生
課
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
死
亡
と
登
録
抹

消
の
届
け
出
の
と
き
は
、
そ
の
犬
の
登
録

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
転
居
し
た
場
合
は
転
居

先
の
市
町
村
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

に
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
は
、
改
め
て
登
録

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
子
犬
の

場
合
は
、
生
後
九
十
日
を
過
ぎ
た
日
か
ら

三
十
日
以
内
に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登

録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
登
録
を

済
ま
せ
る
と
発
行
さ
れ
る
鑑
札
と
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
は
、
犬
の
首
輪
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

※原田公民館・県富士総合庁舎は、昨年と　
時間が変更になりました。

あ
な
た
の
し
つ
け
は

大
丈
夫
で
す
か
？

狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程

犬
の
鳴
き
声
の
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
気
に
な
ら
な
く

て
も
、
犬
の
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り
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ま
せ
ん
。
犬
を
飼
う
と
き
は
周
囲
の
住
宅

環
境
を
考
え
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
ふ
だ
ん
か
ら
正
し
い
し
つ
け
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

散
歩
は
犬
に
と
っ
て
大
切
な
運
動
で
す
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
ふ
ん
を
片
づ
け
な
い

と
周
り
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
特
に

道
路
や
公
園
な
ど
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場

所
は
、
犬
や
猫
な
ど
の
ト
イ
レ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

犬
た
ち
が
嫌
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
ふ

ん
の
後
始
末
は
し
っ
か
り
行
い
、
必
ず
家

ま
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

猫
は
つ
な
い
で
飼
う
習
慣
が
な
い
た
め
、

正
し
く
し
つ
け
を
し
な
い
と
、
ほ
か
の
家

の
庭
や
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
ふ
ん
を
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

猫
は
平
面
の
運
動
は
少
な
く
て
も
、
上

下
運
動
が
で
き
る
遊
び
場
が
あ
れ
ば
室
内

で
飼
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル

箱
を
重
ね
て
、
上
り
下
り
が
で
き
る
よ
う

な
簡
単
な
運
動
具
で
も
、
飼
い
主
の
愛
情

が
あ
れ
ば
室
内
飼
い
も
十
分
可
能
で
す
。

室
内
飼
い
に
よ
っ
て
無
用
な
繁
殖
や
病
気
、

不
慮
の
事
故
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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問い合わせ
富士市役所環境衛生課　155-2768

富 士 保健所衛生課 165-2154

月　  　日 会　　　  場 時　　　  間 

4 月 14日 （月） 

  〃   15日 （火） 

  〃   16日 （水） 

  〃   17日 （木） 

  〃   18日 （金） 

  〃   21日 （月） 

  〃   22日 （火） 

  〃   23日 （水） 

  〃   24日 （木） 

  〃   25日 （金） 

  〃   12日 （月） 

  〃   30日 （水） 

 5 月 1 日 （木） 

  〃    6 日 （火） 

  〃    7 日 （水） 

  〃    8 日 （木） 

  〃    9 日 （金） 

吉原公園東広場 

大 淵 公 民 館  

丘 公 民 館  

青葉台公民館  

元吉原公民館 

東 公 民 館  

富士南公民館  

前 田 公 会 堂  

富士中島公園  

城山町公会堂  

吉永北公民館  

市立富士体育館 

田子浦公民館 

富士見台公民館 

天 間 公 民 館  

岩松北公民館 

伝 法 公 民 館  

今 泉 公 民 館  

三ツ倉法蔵寺  

吉 永 公 民 館  

県富士総合庁舎 

岩 松 公 民 館  

鷹 岡 公 民 館  

原 田 公 民 館  

四丁河原下公会堂 

須 津 公 民 館  

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

   9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

  〃    2 日 （金） 
森 島 公 会 堂  

富 士 公 民 館  

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

    9 ： 30 ～ 15 ： 00

  9 ： 30 ～ 12 ： 00

  〃   14日 （水） 広 見 公 民 館  

    9 ： 30 ～ 12 ： 00

  〃   15日 （木） 神 戸 公 民 館  

  〃   16日 （金） 
富士駅南公民館 

柏原六王子神社   13 ： 30 ～ 15 ： 00

◆12:00～13:00は受付を休みます。
◆雨天でも行います。
◆犬にフィラリアなどの症状があるときは、
最寄りの動物病院に相談して、狂犬病予　
防注射を受けてください。

飼
い
犬
に
毎
年
一
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
「
狂
犬
病
予
防

法
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
飼
い
主

の
義
務
で
す
。
狂
犬
病
は
、
犬
か
ら
人
間

に
感
染
し
、
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
狂
犬
病
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
犬

を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
左
の
平
成
十
五
年

度
予
防
注
射
日
程
を
確
か
め
て
、
忘
れ
ず

に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
市
内
の
動
物
病
院
で
も
同
じ
金

額
で
予
防
注
射
が
で
き
ま
す
。
狂
犬
病
予

防
注
射
会
場
か
最
寄
り
の
動
物
病
院
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
会
場
で
犬
の
登
録
も

行
い
ま
す
。（
平
成
七
年
四
月
一
日
以
降

飼
っ
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
所

有
者
が
か
わ
る
な
ど
し
た
と
き
に
は
、
愛

犬
手
帳
を
持
参
し
て
、
環
境
衛
生
課
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
死
亡
と
登
録
抹

消
の
届
け
出
の
と
き
は
、
そ
の
犬
の
登
録

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
転
居
し
た
場
合
は
転
居

先
の
市
町
村
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

に
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
は
、
改
め
て
登
録

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
子
犬
の

場
合
は
、
生
後
九
十
日
を
過
ぎ
た
日
か
ら

三
十
日
以
内
に
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登

録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
登
録
を

済
ま
せ
る
と
発
行
さ
れ
る
鑑
札
と
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
は
、
犬
の
首
輪
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

※原田公民館・県富士総合庁舎は、昨年と　
時間が変更になりました。

あ
な
た
の
し
つ
け
は

大
丈
夫
で
す
か
？

狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程狂犬病予防注射と畜犬登録の日程

犬
の
鳴
き
声
の
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
気
に
な
ら
な
く

て
も
、
犬
の
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り



フットサル日本代表
ゴールキーパーとして活躍する

川原　永
ひさ

光
みつ

さん
（蓼原）

ッ
ト
サ
ル
と
は
五
人
制
の
サ
ッ

カ
ー
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
。
四

十
メ
ー
ト
ル
×
二
十
メ
ー
ト
ル
の
コ

ー
ト
や
ゴ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
は
サ
ッ
カ

ー
競
技
の
そ
れ
ら
よ
り
小
さ
な
も
の

で
す
。

保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
い
た
川
原
さ
ん
が
フ
ッ
ト
サ
ル

を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
七
年

前
。「
最
初
の
き
っ
か
け
は
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
で
し
た
。
勝
て
る
と
自
信
が

あ
っ
た
大
会
で
負
け
て
し
ま
い
、
と

て
も
悔
し
い
思
い
を
し
、
も
っ
と
上

手
に
な
り
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
は
、

サ
ッ
カ
ー
よ
り
役
割
が
大
き
く
、
活

躍
す
る
場
が
多
い
こ
と
か
ら
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は

狭
い
コ
ー
ト
や
サ
ッ
カ
ー
と
は
違
う

守
り
方
に
難
し
さ
を
感
じ
、
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

楽
し
さ
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
フ
ッ

ト
サ
ル
の
お
も
し
ろ
さ
は
ゴ
ー
ル
シ

ー
ン
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
見
て
い
る
人
も
ゲ
ー
ム
か

ら
目
が
離
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
試
合
を
重

ね
る
ご
と
に
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感

し
、
大
き
く
成
長
し
た
い
と
も
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
前
、
ブ
ラ
ジ

ル
に
一
か
月
留
学
し
、
自
分
が
変
わ

っ
た
と
実
感
で
き
る
貴
重
な
体
験
を

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
七
月
に
は
日

本
代
表
入
り
を
し
ま
し
た
。
十
一
月

に
国
際
大
会
で
初
め
て
ゴ
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」
と
話
す
川
原
さ
ん
。

目
標
に
つ
い
て
聞
く
と
「
日
本
代

表
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
そ
し
て
、

こ
と
し
日
本
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア
大

会
で
優
勝
し
た
い
で
す
ね
」
と
熱
い

ま
な
ざ
し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（10）（11）

ひと 
フ
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公
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方
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わ
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ま
す

平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
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平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

平
成
十
五
年
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か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
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方
法
変
わ
り
ま
す

平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

▲ゴール前に立つ川原
さん

毎
年
三
月
に
な
る
と
公
民
館
講
座

の
案
内
が
届
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

講
座
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
申
し
込
み

日
は
平
日
。
仕
事
が
あ
る
た
め
、
昼

休
み
に
申
し
込
み
に
行
く
と
、
人
気

の
あ
る
講
座
は
定
員
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
働
い
て
い
る
人
な
ど
の
た
め
に
、

申
し
込
み
を
抽
せ
ん
方
法
に
し
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
民
館
講
座
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ご
要
望
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
皆

さ
ん
が
公
民
館
講
座
を
受
講
す
る
機

会
を
ふ
や
し
、
公
平
性
を
高
め
る
こ

と
を
検
討
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

申
し
込
み
方
法
を
従
来
の
先
着
順
方

式
か
ら
抽
せ
ん
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
三
月
上
旬
に
各
戸
配
布

す
る
案
内
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

希
望
す
る
講
座
を
実
施
す
る
公
民

館
に
、
一
人
一
講
座
一
枚
の
①
官
製

は
が
き
（
あ
て
名
に
自
分
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
）
を
持
参
す
る
か
、
②

往
復
は
が
き
（
返
信
用
表
面
に
自
分

の
住
所
、
氏
名
を
記
入
。
往
信
用
の

裏
面
に
公
民
館
名
・
希
望
講
座
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
）
を
郵
送
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
後
日
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
は
が
き
で
、
皆
さ
ん
に
受

講
の
可
否
な
ど
を
通
知
し
ま
す
）

※
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
で
の
申
し
込

み
、
同
じ
講
座
へ
の
重
複
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
期
間

四
月
七
日
b
〜
十
一
日
f
。
時
間

は
九
時
〜
二
十
一
時
。（
往
復
は
が

き
の
場
合
は
十
一
日
の
消
印
有
効
）

受
講
決
定
方
法

定
員
を
超
え
た
講
座
に
つ
い
て
は

四
月
十
六
日
d
十
四
時
か
ら
各
公
民

館
で
公
開
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

1

市
で
は
市
長
へ
の
手
紙
を
設

け
、
市
政
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
ご
提
言
や
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
公
民
館

講
座
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。

【「
市
長
へ
の
手
紙
」
か
ら
】

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。
広報広聴課155－2700へご連絡ください。

【
市
長
か
ら
の
回
答
】

平
成
十
五
年
度
に
学
校
創
立
百
三

十
周
年
を
迎
え
る
市
立
吉
永
第
一
小

学
校
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
一
昨
年
か
ら
同
校
中
庭
で
ビ
オ
ト

ー
プ
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
地
域
の
自
然
を
知
る

親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な
ど
、

地
域
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
一
緒
に
考
え
、

勉
強
し
た
後
、
昨
年
一
月
か
ら
工
事

に
着
手
。
土
日
の
休
み
を
利
用
し
て

作
業
を
積
み
重
ね
、
つ
い
に
こ
の
ほ

ど
施
設
面
の
整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま

し
た
。
作
業
に
は
親
子
や
地
域
住
民

で
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

中
心
に
、
富
士
常
葉
大
学
の
学
生
な

ど
計
八
十
人
以
上
が
協
力
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
吉
永
自
然
の
宝

箱
」
と
愛
称
が
つ
け
ら
れ
、
湧ゆ

う

水
の

里
に
ふ
さ
わ
し
く
、
水
辺
を
広
く
取

り
入
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
樹
木
や
水
草
の
ほ
か
、
す

で
に
メ
ダ
カ
や
ト
ン
ボ
な
ど
多
く
の

生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
心
と

し
て
か
か
わ
っ
た
仁
藤
栄
さ
ん
（
比

奈
）
は
、「
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に

は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
生

か
し
、
お
互
い
の
経
験
や
知
恵
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
お
金

も
か
け
ず
に
ほ
と
ん
ど
手
づ
く
り
で

行
え
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
く
、
夢

中
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
ね
。

工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
が
、

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。
地
域
の
宝
と
し
て
い
つ

ま
で
も
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
ふ
じ 

創
立
百
三
十
周
年
を
記
念
し
て

吉
永
第
一
小
学
校
で
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が
進
行
中

昨年は、整備したて
の田んぼで田植えを
行いました。

日
ご
と
に
春
の
息
吹
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る

三
月
、
吉
原
本
町
通
り
東
側
を
南
北
に
走
る
市

道
（
荒
田
島
中
里
線
）
に
植
え
ら
れ
た
ハ
ク
モ

ク
レ
ン
が
街
を
彩
り
ま
す
。
二
月
中
旬
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
カ
ー
の
井
出
よ
り
子
さ
ん
（
今
泉
）
に

こ
の
話
題
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
出

こ
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
い
つ

ご
ろ
植
え
ら
れ
た
の
で
す
か
？

大
橋

こ
の
道
路
の
整
備
が
終
わ
り
、

昭
和
五
十
七
年
ご
ろ
に
植
え
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
市
内
の
街
路
樹
で
は

初
め
て
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
を
植
え
た
と

こ
ろ
の
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
る
と
幹
も
随
分
と
太
く
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
だ
れ
と
な
く
「
モ
ク
レ

ン
通
り
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

井
出

見
ご
ろ
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？

大
橋

こ
と
し
は
例
年
よ
り
寒
か
っ

た
の
で
、
遅
目
に
な
り
そ
う
で
す
が
、

三
月
半
ば
ご
ろ
に
は
満
開
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
富

士
山
も
見
え
る
の
で
、
写
真
を
撮
り

に
来
る
人
も
い
ま
す
よ
。

井
出

優
雅
で
心
が
浮
き
浮
き
す
る
花

で
す
ね
。
管
理
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

大
橋

せ
ん
定
な
ど
は
市
か
ら
の
業

者
が
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
花
盛

り
は
短
く
、
風
や
雨
で
す
ぐ
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
が
、
毎
年
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
掃
除
は
苦
に

な
ら
な
い
で
す
ね
。
白
い
つ
ぼ
み
が

厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
開
花
の

と
き
を
待
つ
姿
に
、
自
然
の
生
き
る

力
を
感
じ
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

▲中庭の敷地いっぱいに、池や小川、田ん
ぼ、湿地、築山などが配置されたビオト
ープ。構想図を手がけた子どもたちの夢
やアイデアが至るところに織り込まれて
います。

春
本
番
へ
続
く
道
　
吉
原
の
「
モ
ク
レ
ン
通
り
」

井出より子さん（右）
と、今回お話を伺った
通り沿いにお住まいの
大橋譲

ゆずる

さん（南町）

★ビオトープ…ドイツ語に由来し
た言葉で、「地域の野生の生き物
が暮らす場所」といった意味。

▲道の両側、約500メートル
にわたって、ハクモクレン
が約50本植えられています。

▲
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光
みつ

さん
（蓼原）

ッ
ト
サ
ル
と
は
五
人
制
の
サ
ッ

カ
ー
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
。
四

十
メ
ー
ト
ル
×
二
十
メ
ー
ト
ル
の
コ

ー
ト
や
ゴ
ー
ル
、
ボ
ー
ル
は
サ
ッ
カ

ー
競
技
の
そ
れ
ら
よ
り
小
さ
な
も
の

で
す
。

保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を

し
て
い
た
川
原
さ
ん
が
フ
ッ
ト
サ
ル

を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
七
年

前
。「
最
初
の
き
っ
か
け
は
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
で
し
た
。
勝
て
る
と
自
信
が

あ
っ
た
大
会
で
負
け
て
し
ま
い
、
と

て
も
悔
し
い
思
い
を
し
、
も
っ
と
上

手
に
な
り
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
は
、

サ
ッ
カ
ー
よ
り
役
割
が
大
き
く
、
活

躍
す
る
場
が
多
い
こ
と
か
ら
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
は

狭
い
コ
ー
ト
や
サ
ッ
カ
ー
と
は
違
う

守
り
方
に
難
し
さ
を
感
じ
、
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

楽
し
さ
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
フ
ッ

ト
サ
ル
の
お
も
し
ろ
さ
は
ゴ
ー
ル
シ

ー
ン
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。
見
て
い
る
人
も
ゲ
ー
ム
か

ら
目
が
離
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
試
合
を
重

ね
る
ご
と
に
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感

し
、
大
き
く
成
長
し
た
い
と
も
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
前
、
ブ
ラ
ジ

ル
に
一
か
月
留
学
し
、
自
分
が
変
わ

っ
た
と
実
感
で
き
る
貴
重
な
体
験
を

し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
七
月
に
は
日

本
代
表
入
り
を
し
ま
し
た
。
十
一
月

に
国
際
大
会
で
初
め
て
ゴ
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」
と
話
す
川
原
さ
ん
。

目
標
に
つ
い
て
聞
く
と
「
日
本
代

表
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
そ
し
て
、

こ
と
し
日
本
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア
大

会
で
優
勝
し
た
い
で
す
ね
」
と
熱
い

ま
な
ざ
し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ひと 
フ
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五
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民
館
講
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込
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方
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わ
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平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
座
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方
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平
成
十
五
年
度
か
ら

公
民
館
講
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の
申
し
込
み
方
法
変
わ
り
ま
す

▲ゴール前に立つ川原
さん

毎
年
三
月
に
な
る
と
公
民
館
講
座

の
案
内
が
届
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

講
座
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
申
し
込
み

日
は
平
日
。
仕
事
が
あ
る
た
め
、
昼

休
み
に
申
し
込
み
に
行
く
と
、
人
気

の
あ
る
講
座
は
定
員
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
働
い
て
い
る
人
な
ど
の
た
め
に
、

申
し
込
み
を
抽
せ
ん
方
法
に
し
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
民
館
講
座
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ご
要
望
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
皆

さ
ん
が
公
民
館
講
座
を
受
講
す
る
機

会
を
ふ
や
し
、
公
平
性
を
高
め
る
こ

と
を
検
討
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら

申
し
込
み
方
法
を
従
来
の
先
着
順
方

式
か
ら
抽
せ
ん
方
式
に
改
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
三
月
上
旬
に
各
戸
配
布

す
る
案
内
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

希
望
す
る
講
座
を
実
施
す
る
公
民

館
に
、
一
人
一
講
座
一
枚
の
①
官
製

は
が
き
（
あ
て
名
に
自
分
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
）
を
持
参
す
る
か
、
②

往
復
は
が
き
（
返
信
用
表
面
に
自
分

の
住
所
、
氏
名
を
記
入
。
往
信
用
の

裏
面
に
公
民
館
名
・
希
望
講
座
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
）
を
郵
送
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
後
日
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
は
が
き
で
、
皆
さ
ん
に
受

講
の
可
否
な
ど
を
通
知
し
ま
す
）

※
電
話
・
メ
ー
ル
な
ど
で
の
申
し
込

み
、
同
じ
講
座
へ
の
重
複
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
期
間

四
月
七
日
b
〜
十
一
日
f
。
時
間

は
九
時
〜
二
十
一
時
。（
往
復
は
が

き
の
場
合
は
十
一
日
の
消
印
有
効
）

受
講
決
定
方
法

定
員
を
超
え
た
講
座
に
つ
い
て
は

四
月
十
六
日
d
十
四
時
か
ら
各
公
民

館
で
公
開
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

1

市
で
は
市
長
へ
の
手
紙
を
設

け
、
市
政
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
ご
提
言
や
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
公
民
館

講
座
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。

【「
市
長
へ
の
手
紙
」
か
ら
】

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。
広報広聴課155－2700へご連絡ください。

【
市
長
か
ら
の
回
答
】

平
成
十
五
年
度
に
学
校
創
立
百
三

十
周
年
を
迎
え
る
市
立
吉
永
第
一
小

学
校
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
一
昨
年
か
ら
同
校
中
庭
で
ビ
オ
ト

ー
プ
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
地
域
の
自
然
を
知
る

親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な
ど
、

地
域
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
一
緒
に
考
え
、

勉
強
し
た
後
、
昨
年
一
月
か
ら
工
事

に
着
手
。
土
日
の
休
み
を
利
用
し
て

作
業
を
積
み
重
ね
、
つ
い
に
こ
の
ほ

ど
施
設
面
の
整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま

し
た
。
作
業
に
は
親
子
や
地
域
住
民

で
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

中
心
に
、
富
士
常
葉
大
学
の
学
生
な

ど
計
八
十
人
以
上
が
協
力
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
吉
永
自
然
の
宝

箱
」
と
愛
称
が
つ
け
ら
れ
、
湧ゆ

う

水
の

里
に
ふ
さ
わ
し
く
、
水
辺
を
広
く
取

り
入
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
樹
木
や
水
草
の
ほ
か
、
す

で
に
メ
ダ
カ
や
ト
ン
ボ
な
ど
多
く
の

生
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
心
と

し
て
か
か
わ
っ
た
仁
藤
栄
さ
ん
（
比

奈
）
は
、「
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に

は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
生

か
し
、
お
互
い
の
経
験
や
知
恵
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
お
金

も
か
け
ず
に
ほ
と
ん
ど
手
づ
く
り
で

行
え
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
く
、
夢

中
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
ね
。

工
事
は
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
し
た
が
、

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。
地
域
の
宝
と
し
て
い
つ

ま
で
も
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
ふ
じ 

創
立
百
三
十
周
年
を
記
念
し
て

吉
永
第
一
小
学
校
で
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
が
進
行
中

昨年は、整備したて
の田んぼで田植えを
行いました。

日
ご
と
に
春
の
息
吹
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る

三
月
、
吉
原
本
町
通
り
東
側
を
南
北
に
走
る
市

道
（
荒
田
島
中
里
線
）
に
植
え
ら
れ
た
ハ
ク
モ

ク
レ
ン
が
街
を
彩
り
ま
す
。
二
月
中
旬
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
カ
ー
の
井
出
よ
り
子
さ
ん
（
今
泉
）
に

こ
の
話
題
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
出

こ
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
い
つ

ご
ろ
植
え
ら
れ
た
の
で
す
か
？

大
橋

こ
の
道
路
の
整
備
が
終
わ
り
、

昭
和
五
十
七
年
ご
ろ
に
植
え
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
市
内
の
街
路
樹
で
は

初
め
て
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
を
植
え
た
と

こ
ろ
の
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
ろ
に
比

べ
る
と
幹
も
随
分
と
太
く
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
だ
れ
と
な
く
「
モ
ク
レ

ン
通
り
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

井
出

見
ご
ろ
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？

大
橋

こ
と
し
は
例
年
よ
り
寒
か
っ

た
の
で
、
遅
目
に
な
り
そ
う
で
す
が
、

三
月
半
ば
ご
ろ
に
は
満
開
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
富

士
山
も
見
え
る
の
で
、
写
真
を
撮
り

に
来
る
人
も
い
ま
す
よ
。

井
出

優
雅
で
心
が
浮
き
浮
き
す
る
花

で
す
ね
。
管
理
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

大
橋

せ
ん
定
な
ど
は
市
か
ら
の
業

者
が
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
花
盛

り
は
短
く
、
風
や
雨
で
す
ぐ
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
が
、
毎
年
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
掃
除
は
苦
に

な
ら
な
い
で
す
ね
。
白
い
つ
ぼ
み
が

厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
開
花
の

と
き
を
待
つ
姿
に
、
自
然
の
生
き
る

力
を
感
じ
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

▲中庭の敷地いっぱいに、池や小川、田ん
ぼ、湿地、築山などが配置されたビオト
ープ。構想図を手がけた子どもたちの夢
やアイデアが至るところに織り込まれて
います。

春
本
番
へ
続
く
道
　
吉
原
の
「
モ
ク
レ
ン
通
り
」

井出より子さん（右）
と、今回お話を伺った
通り沿いにお住まいの
大橋譲

ゆずる

さん（南町）

★ビオトープ…ドイツ語に由来し
た言葉で、「地域の野生の生き物
が暮らす場所」といった意味。

▲道の両側、約500メートル
にわたって、ハクモクレン
が約50本植えられています。

▲



た よ り 平成15年3月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）
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今日の環境問題は、二酸化炭素の
排出による地球温暖化など、通常の
日常生活や事業活動が原因であるこ
とが多く、この解決には、私たちの
環境に対する理解がより一層深まる
ことが重要です。そのために環境教
育・環境学習は、環境問題に対する
意識を高める上でとても大切です。
特に、将来を担う子どもたちに対

しては、実施の効果が大きいと考え
られますので、さらに重点的に行っ
ていきます。また、子どもたちの意
識向上は大人に対する意識向上にも
つながります。

環境教育・環境学習の内容として
は、これまでの環境汚染や自然保護
だけでなく、地球環境問題、エネル
ギー、食糧問題、人口、歴史、文化
など広い範囲の要素を、体験を通じ
て、自分から考え、調べて行動する
ことができるような形にすることが
必要です。学校でも総合学習の時間
に「環境」について調べる子どもが
多くなってきています。
現在、市では、こどもエコクラブ

（小中学生で環境活動をしているグ
ループ）の活動支援やこどもエコク
ラブサポーター連絡会によるサポー
ター相互の連絡や研修会を実施して
いるほか、学校へ出向いての環境学
習会の開催、各団体などにおける環

境保全活動の支援、パックテスト（水
質の簡易分析）などの簡易測定器の
提供などを行っています。
環境教育・環境学習の振興のため

には、より一層、行政、市民、事業
者、市民団体などが協力し合うこと、
環境学習のための指導員の育成、現
在公民館などで行われている自然観
察会などの環境啓発事業をお互いに
連携させることなども必要です。
環境教育・環境学習については、

「富士市環境基本条例」でも規定し
ており、環境基本計画でも重点取り
組み項目になっています。

問い合わせ 1環境保全課 55-2776
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環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№環境シリーズ　№ 54

家に閉じこもりがちな人、最近ぼ
んやりすることが多い人などの心身
と脳の機能を活性化する教室です。
と　き　① 4 月21日～平成16年 2月
16日 ② 4 月22日～平成16年 2 月
10日　10:00～11:30 各計11回

ところ　①吉原公民館 ②元吉原公民館
内　容　脳いきいき体操、ゲーム、

音楽、民謡、俳句など
対　象　65歳以上の人
定　員　①②とも10人程度（先着順）
申し込み　 3 月19日～ 4月4日に電

話で保健福祉センターへ

脳 い き い き 教 室

1 保健福祉センター　64-8993

転ばない生活を考え、転びにくい
体づくりをしませんか。
と　き　 4 月25日、 5月 9日・23日、

6月 6日・20日、 7月 4日
・25日　各金曜日　計 7回　
13:30～15:30

ところ　フィランセ西館　
内　容　健康チェック・体力測定・

転倒予防のための運動など
対　象　60～74歳の人
定　員　20人（先着順）
参加費　800円（スポーツ保険料）
申し込み　 4 月 7 日から受け付けま
す。電話で保健福祉センターへ

転 倒 予 防 教 室

1 保健福祉センター　64-8993

看護・介護を体験してみませんか
ふれあい看護体験参加者募集

1 中央病院 52-1131 内線 2207

申し込み・問い合わせ　 4 月10日ま
でに、往復はがきに希望する病院、
参加日、住所、氏名、性別、年齢、
電話番号、洋服のサイズ（S.M.L）
を記入し、〒420-0853 静岡市追手
町10-304  新中町ビル2階静岡県ナ
ースセンターへ　1054-253-0713

施 設 名 と　　　き 定　 員 

湖山病院 　  3 人 
（女性のみ ） 

 5 月10日（土）　 
　　  8:30～17:30

 3 人  5 月16日（金）　 
　　  9:30～15:30

       　　   各 5 人 
（15歳以上） 

 5 月13日（火）・14日（水） 
　　  8:30～15:30

川村病院 

聖　　隷 
吉原病院 

1 介護保険課　55-2765

平成14年度分から介護保険料を
口座振替で支払っている人への領収
通知書の発行を省略します。皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
振替の確認方法 振替の内容につ
いては、ご利用口座の預貯金通
帳に記載される摘要と支払金額
によってご確認ください。
確定申告などの資料「普通徴

収用の納付済額のお知らせ」は
1月20日に発送しました。
なお、介護保険料の納付済額

についての確認が特に必要な人
は申し出ていただければ発行し
ます。

介護保険料の口座振替用
領収通知書の省略について

と　き　 5 月22日～平成16年3月25
日　10:00～12:00 計10回

ところ　ラ・ホール富士 5 階研修室
内　容　与謝蕪村「蕪村句集」、上田
秋成「雨月物語」などを読む

定　員　100人（先着順）
受講料　7,000円
申し込み　 4 月 3 日eの9:00～12:00
に受講料を持参し、吉原公民館へ

問い合わせ　日本文化講座運営委員
会　釘

くぎ

谷
や

方 135-0507

1 吉原公民館　53-1580

平成15年度
日本文化講座 受講生募集

と　き　 5 月～平成16年 3 月 10:00
～12:00 計 9 回（ほかに文学散歩を予定）

ところ　ラ・ホール富士 5階研修室
定　員　130人（先着順）
テーマ　文学に人間の愛とロマンを

求めて
講　師　棚橋

たなはし

克
かつ

弥
や

さん（静岡大学教授）ほか
受講料　6,000円（資料代含む）
申し込み　 4 月 2 日dの9:00～12:00
に受講料を持参し、吉原公民館へ

問い合わせ　山本　方　151-1843

平成15年度
富士中央文学講座　受講生募集

1 吉原公民館　53-1580

4月からハッピネスFuji（結婚相談）の開催日が変更になります
開催日 毎週水曜日、毎月第 2・4日曜日　10:00～15:00
問い合わせ　ハッピネスFuji（社会福祉協議会） 164-6604
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◆ 3 月 9 日A

◆ 3 月16日A

◆ 3 月21日F

◆ 3 月23日A

◆ 3 月30日A内科・小児科・外科
救急医療センター　51－0099 津田
●診療時間
平　日　　午後 7 時～翌朝 8 時
土曜日　　午後 2 時～翌朝 8 時　
日曜祝日　午前 9 時～翌朝 8 時　　

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科

ロゼレディースクリニック
長野医院（眼科）
アミクリニック
北 村 接 骨 院

望月産婦人科医院

阿部眼科医院
内藤クリニック
わたなべ耳鼻咽喉科医院
望 月 接 骨 院

北 西 医 院
渡辺クリニック
崎 川 医 院
岡 本 接 骨 院

柵山産婦人科医院
高山眼科医院
ぬまづ島田医院
下 村 接 骨 院

武田産婦人科医院
加 藤 医 院
千 葉 医 院
佐 野 接 骨 院

蓼 原
柚 木
清水町
宮　島

西比奈

松 岡
三 島
松 岡
厚 原

本市場
富士見台
清水町
中 里

厚 原
富士宮
沼 津
大 淵

宮 島
比 奈
沼 津
吉原 4

60－5747
60－7100
981
（055）

－3341
63－7180

34－0445

61－5810
987
（055）

－1717
65－6787
71－8303

61－0119 
22－1500
975
（055）

－9131
34－3511

72－2626
27－
（0544）

2406
924
（055）

－0780
35－3663

63－5122 
34－0011 
962
（055）

－3315
52－0774 

眼 科
耳 鼻 科
〃　　

柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

◎休日救急歯科診療

診療時間　午前 9 時～午後 4 時
診療場所　歯科医師会館 153－5555

平日の夜間及び休日当直医の
問い合わせは… 151－9999

3月の休日当直医など

富士オープン献血会場が
変わります

1 社会福祉課　55-2757

4 月から会場と日程を変更して行
います。多くの皆様のご協力をお願
いします。
と　き　毎月第 2・4日曜日
ところ　フィランセ東館 1階リハビ

リルーム
受付時間　200p・400p献血　9:30
～12:00、13:00～16:00 成分献血
9:30～11:00、13:00～15:00

問い合わせ　成分献血は予約を受け
付けます。電話で沼津血液センタ
ーへ　　　　　　1055-924-6611

春堀は、富士山大沢崩れから流出する土砂を取り除き、農業用水路を守るた
めに江戸時代から続けられています。しかし、都市化が進んでいる現在、農業
用水路の河川清掃という面だけでなく、大雨から住宅地を守るために重要な行
事です。用排水路の機能維持・災害の防止・河川美化にご協力ください。
また、春堀実施に伴い、川の水がとまります。期間中は不慮の事態が生じな

いよう皆さんで火の元に十分注意しましょう。
●春堀期間 4 月 6 日a～13日a 富士・鷹岡・丘・天間地区ほか
●水がとまる河川 ○鷹岡吉原用水路、農振用水路と各支川

○上堀、富士早川（旧中堀）、下堀、四ヶ郷用水路と各支川
●水がとまる期間 4 月 4 日f16:00～14日b13:00
※期間中、川に生息している魚などが逃げ場所を失うことがあります。そのよ
うな魚を見つけたら、ご家庭で一時保護するなどのご協力をお願いします。

平成15年度　春季河川美化運動（春堀）

1 河川課　55-2833

硬式テニス・エアロビクス・ほのぼの健康体操・水泳教室

1 施設利用振興公社　36-2131

富士総 
合運動 
公園庭 
球場 

小学生 

女　性 

親　子 

温　水 
プール 

小 学 生  各 10回 

 3 歳～ 6 歳 
の未就学児 
童とその親 

15組 
30人 

一般女性 30人 

5,000円 

5,000円 

5,500円 

� 4/ 5 ～ 6/14（除く 5/3）　 
毎 週 土 曜 日 　13：00～14：30 
� 4/ 6 ～ 6/22（除く 5/4、5/18） 
毎 週 日 曜 日 　10：00～11：30

 4/11～ 6/13　　 
毎 週 金 曜 日 　10：00～11：30

 4/ 8 ～ 6/ 3 　（除く 4/29）　 
毎 週 火 曜 日 　15：30～17：00

  各 
30人 

 8 回 

10回 3 月 

30日（日） 

受講料 
印　鑑 

温水プール 
※小学生水泳教室��の 
　両方参加は不可。 

温水プール 

各 

10回 

各 

30人 

5,000円 

6,000円 

一般男女 

一般男女 
3 月 

23日（日） 

受講料 

富士総合運動公園庭球場 
※小・中・高校生の参加 
　は不可。 

教  室  名 と　　　　　　　　　き ところ 対　  象 回数 定員 受講料 受付日 持ち物 受　　付　　場　　所 

硬　式 

テニス 

エアロビクス 

ほのぼの 
健康体操 

水
　
　
　
　
泳 

午前 

午後 

夜間 

 4/ 8 ～ 5/13　（除く 4/29） 
毎週火・金曜日  10：00～11：30

 4/ 2 ～ 6/ 4 　 
毎  週  水  曜  日　　10：00～11：30

 4/16～ 6/18　 
毎  週  水  曜  日　①  9：30～10：30 
　　　　　　　   ②10：40～11：40

 4/ 8 ～ 5/13　（除く 4/29） 
毎週火・金曜日  13：00～14：30
 4/ 9 ～ 5/ 9 　 
毎週水・金曜日  19：00～20：30

温　水 
プール 
研修室 

30人 4,000円 10回 

富士柔 
剣道場 60歳以上 

各 
60人 2,000円 

各 
10回 富士柔剣道場 

※受付時間は8:30～9:00です。応募者多数の場合は9:00から抽せんとなります。
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た よ り 平成15年3月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

3月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 3 月31日B
（納入通知書は、当月中旬に郵送します）

○口座振替日　 3 月28日F

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

と　き　 6 月15日a

○乙種（第 4 類以外）10:00～12:00
○乙種（第 4 類） 13:00～15:00
○丙種　　　　　　　10:00～11:15
ところ　吉原第一中学校
申し込み・問い合わせ　 4 月 7 日～
16日に消防本部予防課にある申込
用紙に必要事項を記入し、直接ま
たは郵送で、〒420-0034 静岡市常
磐町1-4-11（財）消防試験研究センタ
ー静岡県支部へ 1054-271-7140

平成15年度 危険物取扱者試験

1 消防本部予防課　55-2860

3 月30日A、 4 月 6 日A 9:00～16:00
取扱窓口　市民課、国民健康保険課、国民年金課、児童福祉課、

廃棄物対策課、学校教育課、水道部営業課
取扱内容　住民異動届、各種証明（印鑑、住民票、戸籍の全部事項証明書、

外国人登録原票記載事項証明書など）、国民健康保険、国民年金、
児童手当・乳幼児医療費・児童扶養手当など、転入者に対するご
みの出し方の説明、学籍簿、上水道休開始に関すること

※ただし、出生・婚姻などの戸籍の届けは従来どおり守衛室にて扱います。
1 市民課　55-2747

「福祉って何だろう？」「ボラン
ティアってどんなことをするのか
な？」みんなの疑問・質問にお答え
します。
と　き　 3 月26日～29日　10:00～

12:00、13:00～15:00（29日
は10:30～11:30）

ところ　フィランセ東館 3階
内　容　フィランセ探検・パソコン

点字または災害・手話また
は要約筆記・車いすダンス

対　象　福祉・ボランティアに関心
のある人

参加費　無料（筆記用具など持参）
申し込み　電話で社会福祉協議会ボ

ランティアセンターへ

1 ボランティアセンター 64-7100

フィランセへ行こう！
～春休み福祉体験週間～

賞 題　　　名 氏　　　　名 

平野岩夫（森下） 

山本征一（沼津） 

大竹康江（松岡） 

望月喜久夫（中野） 

小林徳光（大淵） 

高橋久美（今泉） 

仲澤訓子（宮島） 

勝又昭親（原田） 

斉藤治太郎（長通） 

鈴木政美（石井） 

 

市 長 賞  

議 長 賞  

消防長賞 

消防団長賞 

防火協会長賞 

奨 励 賞  

〃 

〃 

〃 

〃 

驀　　　　進 

シルエットA 

たばこの投げ捨て火事の元 

救  出  開  始 

「  整　　列  」 

ミラーに写る消防車 

す ご い な ー 

若  い  輝  き 

豆  消  防  士 

ひびけ三連ホーン 

そのほか、10人の皆さんが入賞し
ました。（応募総数263点）

平成15年消防出初式
写真コンクール入賞者決定

1 消防本部管理課　55-2851

NEW!! わかふじ国体
大会旗及び炬

きょ

火
か

リレー走者を募集
1 競技式典課　55-2722

と　き
夏季リレー　 9月 7日a 15:00～　
秋季リレー　10月 5 日a 15:00～

定　員　夏季リレー　 7区間　70人
秋季リレー　 3区間　30人

募集資格　小学 5年生以上で規定の区間
（約 1 km）を 6分程度で完走できる人

申し込み　 4 月 1 日～25日に、申込
書（国体事務局または各公
共施設にあります）に必要
事項を記入して、直接また
は郵送で、〒417-8601 富士
市役所国体事務局NEW!!わ
かふじ国体富士市実行委員
会へ

戸塚洋二氏
富士市名誉市民顕彰記念展
戸塚氏の業績と歩みをパネル

などでわかりやすく紹介します。
と　き 3 月20日e～30日a

9:00～17:00 （ただし、20日は
10:00開場、30日は15:00終了、
21日・24日・28日は休館）

ところ 中央図書館分館市民ギ
ャラリー
1 秘書課　55-2703

入場無料

教　室　名 と　　　　　　　　　　　き 定員 回数 受 講 料 

陶芸ちょっと体験 

エ　ク　セ　ル 

デジタルカメラ 

 5 / 9 ～ 9 /26　 隔 週 金 曜 日   19：00～21：00
 
30人 

各 
20人 

4,000円 10回 

 8 回 

 4 回 

8,000円 

4,000円 

 5 / 8 ～ 6 / 3 　 毎週火・木曜日   19：00～21：00

 5 /16～ 6 / 6 　 毎 週 金 曜 日 10:00～12:00 19:00～21:00

ところ　ラ・ホール富士　　対　象　勤労者、一般（学生は除く）
申し込み　 4 月 8 日～13日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ（応募者多数

の場合は 4 月15日cに抽せん）
※代理人での申し込みは 1 人分のみ申し込みができます。

ラ・ホール富士の自主事業
陶芸ちょっと体験・エクセル・デジタルカメラ教室

1 ラ・ホール富士　53-4300

休日に窓口の取り扱いを行います 休日に窓口の取り扱いを行います 休日に窓口の取り扱いを行います 休日に窓口の取り扱いを行います 
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岡本麻由
ま ゆ

ちゃん H13. 9 . 2生
父・敦　母・里佳（横割）
「10年、20年後もその笑顔
で周りを幸せにしてね。」

後藤奈
な

桜
お

ちゃん H13. 5 .18生
父・高男　母・理恵（宮下）
「ままごとが大好き。おしゃ
べりしながら遊んでいるよ。」

中村香
か

琴
こ

ちゃん H14. 1 . 8 生
父・真吾　母・順子（宮下）
「あんよが上手になったよ。
自由に動けるっていいな。」

宮川舞
まい

果
か

ちゃん H14. 7 .19生
父・克之 母・真理子（伝法）
「パパとママと一緒にダンス
できる日が楽しみ！」

我が家のアイドル我が家のアイドル

● 市民れんらく版 ●

教   室   名 と　　　　　　き と こ ろ 対　象 定員 受講料 申　し　込　み　先  

小 中 学 生 
ハンドボール 

初　心　者 
ソフトテニス 

 4 / 7 ～H16. 3 /29　毎 週月曜日  
19:30～21:00

 4 / 7 ～ 7 /28　毎 週月曜日  
19:00～21:00

市立富士 
体育館ほか 

小学 4 年生 
～中学生 

男女 
各 
20人 

男女 
各 
50人 

男女 
各 
100人 

50人 

3,000円 

5,000円 

 4 月 2 日までに電話またはFAXに住所、氏名、学 
校名、学年保護者名、電話番号を書いて、ハンド 
ボール協会　鈴木　方　157-4199　557-4198
 4 月 7 日までにはがきに住所、氏名、年齢を書 
いて、〒417-0061伝法14-28 富士市ソフトテニス 
協会　松永　方　1090-1562-3410

総合運動 
公　　園 
庭  球  場 

一　  般 

ミニバスケット 
ボール 

 4 / 4 ～12/ 5 　毎週水・金曜日 
17:00～19:00 1,500円 

 4 月 4 日�の17:30～19:00に直接吉原小学校体 
育館へ　※当日の申し込みは保護者のみが来館 
してください。（連絡先　小林  方　151-2350） 

吉原小学校 
体　育　館 

小学 4 年 
生  以  上 

ダ ン ベ ル 
ダイエット 

 4 /11～ 7 / 4 　毎 週 金 曜日  
19:00～21:00 30人 4,000円  4 月 1 日までに電話で富士市パワーリフティン グ協会　福島　方　164-0281

F・T 
GYM 2 階 一　  般 

陸　　　 上 
 4 /12～10/18 　毎月第 2 ・ 3 土曜日 
15:00～17:00 5,000円 

 4 月12日�の14:00から受け付けます。直接富士 
総合運動公園陸上競技場へ 
（連絡先　芦澤　方　161-7232） 

総合運動 
公園陸上 
競  技  場 

小学 2  
～ 

 6 年生 

ハンドボール・ソフトテニス・ミニバスケットボール・ダンベルダイエット・陸上教室

1 文化スポーツ課　55-2876

1 市民税課　55-2735

軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者に課税されます。他人に譲っ
て名義変更をしなかったり、紛失や不用のバイクなどの廃車手続をしない
でおくと税金がかかります。手続は3月末までに済ませてください。なお、
年度の中途での軽自動車などの購入には課税されませ
ん。また、廃車の場合も還付はありません。
※手続に必要なものは車種によって異なります。

★平成15年度軽自動車税の納期… 5 月15日～ 6月 2日

博物館 春の陶芸教室

1 市立博物館　21-3380

と　き 4 月 8 日c・9日e・10日e・
22日c、5月13日c・15日e・27日c、
6 月3 日c・5日e・17日c 計10回
●昼の部　 13:00～15:00
●夜の部　 18:30～20:30

ところ　市立博物館工芸棟陶芸室
対　象　市内在住・在勤で毎回出席できる人
定　員　各25人（先着順）
受講料 2，000円（材料費は別途）
申し込み　 4 月 2 日の9:00から受け

付けます。本人が電話で市
立博物館へ

3 月 の 教 育 委 員 会 会 議
3 月定例会を次のように開催します
と　き　 3 月20日e 13:30～
ところ 市役所 8 階政策会議室

1 教育総務課　55-2865

★第14回「わんぱく相撲」力士募集
と　き 5 月11日a 9:00～15:00
ところ 富士総合運動公園相撲場
対　象 市内在住・在学の小学生
男女（平成15年度 1～ 6年生）
参加費 無料（ちゃんこなべあります）
申し込み 4 月20日までにはが
きまたはFAX・インターネット
に必要事項を記入の上、（社）富士

青年会議所事務局へ
153-3366 552-2581
Fhttp://www.fuji-jc.or.jp

※当日飛び入り参加できます。
★東海大学付属望星高等学校生徒募集
衛星放送を利用した通信制の学校

募集期間 4 月18日まで
問い合わせ 詳しくは、東海大学付
属望星高等学校へ 1054-261-2950

軽自動車・バイクなどの名義変更、廃車手続は 3 月末までに

※応募が多いため掲載がおくれています。
しばらくお待ちください。



「
宮
島
新
田
観
音
太
鼓
」
は
、
平
成

三
年
、
地
区
の
有
志
が
集
ま
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
と
新
興
住
宅
地
の
連
帯

感
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。

区
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
話
で
、
馬

の
よ
う
に
天
を
駆
け
め
ぐ
り
、
悪
魔
を

や
っ
つ
け
る
と
い
う
馬
頭
観
音
（
別
名

ぴ
っ
た
り
観
音
）
を
守
護
神
と
し
、
会

の
名
前
は
そ
こ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。現

在
、
会
員
は
大
人
が
十
九
人
、
子

ど
も
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
二

十
一
人
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
か
ら
大

人
の
部
に
女
性
が
加
わ
り
、
会
の
幅
が

広
が
り
ま
し
た
。
だ
れ
か
に
強
制
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
太
鼓
を
た
た
き
た
い

と
思
う
区
内
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

演
奏
す
る
曲
は
、
会
員
に
よ
る
手
づ

く
り
で
す
。
曲
の
創
作
だ
け
で
な
く
、

地
区
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
運
営
も
会

員
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
観
音
尊
祭
典
、
田
子

浦
み
な
と
祭
り
、
富
士
ま
つ
り
な
ど
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
区
内
の
行
事
へ
の
積

極
的
な
参
加
や
地
域
の
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
活
動
な
ど
、
地
区
に
密
着
し
た
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ ち ら 編 集 室 

広報ふじは環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキを使用していますホームページ http://www.city.fuji.shizuoka.jp/

平
成
十
五
年
三
月
五
日
号

春の訪れとともに、花粉症の季
節がやってきました。
我が家では、母が毎年目のかゆ
みや鼻水などに悩んでいます。「大
変そう」と思うものの、しょせん
人ごと。本当のつらさは当人にし
かわかりません。

人　口　242,566人 （前月比＋2）
男　120,722人 （－23）
女　121,844人 （＋25）

世　帯　83,981世帯（＋66）2月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

151-0123（代） 551-1456

ですが、ことしは何だかいや～
な予感。目がしょぼしょぼして、
鼻がむずむず。今は気配を感じて
いるだけですが、いつ自分も花粉
症の仲間入りをするかと不安な
日々。花粉症の人もそうでない人
も、一緒に予防対策しましょうね。

宮島新田区会長

森下 正
まさ

司
し

さん（宮島）

こ
の
会
は
、
平
成
十
二
年
に
創

立
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
立
当
初
、
太
鼓
が
そ
ろ
わ
ず
、

タ
イ
ヤ
や
竹
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
ム

を
た
た
い
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
大
中
小
合
わ
せ
て
十
七

台
の
太
鼓
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
練
習
日
は
毎
週
水
曜
で

す
。
子
ど
も
の
部
と
大
人
の
部
に

分
か
れ
、
地
区
の
公
会
堂
で
そ
れ

ぞ
れ
一
時
間
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

公
会
堂
が
住
宅
地
の
中
に
あ
る

た
め
、
毛
布
を
太
鼓
の
下
に
置
く

な
ど
し
て
、
練
習
の
音
が
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
す
る
と
太
鼓
の
音

や
感
触
が
実
際
と
は
違
っ
て
く
る

た
め
、
練
習
に
差
し
さ
わ
り
が
出

て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
今
の
悩
み

の
種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
員
か
ら
は
「
太
鼓

を
た
た
い
て
い
る
と
楽
し
い
」
と

い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
区
民
に
親
し
ま
れ
る
太
鼓
と
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

JR新富士駅 

〒 

東海道新幹線 

 
ぴったり 
　  観音 

至沼津 至静岡 

宮島新田上 

国道1号 

み や じ ま し ん で ん か ん の ん た い こ

第 19 回

観音尊祭典　6 月 7 日G

今
回
で
「
富
士
の
民
俗
芸
能
」
は
終
了
し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
広
報
広
聴
課
が
撮
影

し
た
写
真
を
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
「
富
士
市
写
真
館
」
が
始
ま
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
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